
インプラント周囲の軟組織マネージメント コース
インプラント治療を長期にわたり維持・安定させるために軟組織のマネージメントは必須です。

しかし軟組織の扱いや適応ケースを知らないために埋入・補綴のみで治療が終了してしまうケースが多い
ようです。今回は２日間にわたり豚を用いた実習を行い、基本的な手技である減張切開の入れ方から、軟組
織の厚みと幅を増すインターポジショナルグラフトまでカバーします。 これらの内容は天然歯・欠損部顎堤に
も応用できます。２日間、徹底的に手を動かしていただいてそのテクニックをマスターしていただきます。

日時 ： ２０２５年 １０月 １１日（土） １４：００～１９：００
   １２日（日） １０：００～１６：００

会場 ： カボ・プランメカジャパン株式会社 大阪ショールーム
 大阪市中央区高麗橋４－５－２ 高麗橋ウエストビル１Ｆ

定員 ： ２１名 （大森塾参加者とその紹介者の方が対象です）

申込開始 ： ７月２８日（月） AM０：００～ 日曜日から月曜日に日付が変わったらスタートです！

  ※大森歯科医院ホームページのトップページ最下部の申し込みフォームより、
申し込み開始日時以降にお申し込みください。コース名は＜ＡＤＰＲ軟組織＞です。

※受付は先着順で、定員に達し次第締め切りとさせていただきます。
キャンセルはなさらないでください。
※持参物等詳細は１か月前を目安にメールでご案内いたします。

受講費用 ： １４万円 (税込)

  ※ ２日間・税込、材料費代込みです。２日目の昼食は各自でお取りください。
  ※実習で使用する器具の一部をお持ち帰り頂けます。

振込先 ： GMOあおぞらネット銀行 法人営業部 普通 １９５５３６６ 株式会社オーディーオフィス
 ※受講費用はお申し込みから２週間以内にお振込みください。

いかなる場合もご返金は致しかねます。
お振込控えをもって領収証とさせていただきます。

後援 ： 株式会社ＹＤＭ カボ・プランメカジャパン株式会社 トミヤ

コース内容 ※ＨＰでコースの写真をご覧いただけます

講義 豚を用いた実習

軟組織のマネージメント総論
インプラント周囲組織とＬｏｎｇｅｖｉｔｙ・審美
付着粘膜の獲得
軟組織増大術
各テクニックのポイント

減張切開
ＧＢＲのフラップデザイン
歯肉弁根尖側移動術（ＡＰＦ）
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インターポジショナルグラフト
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